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BTLトランシーバ
グランド接続方法

　高速、高ドライブ能力を持つBTLトランシーバのドライバでは、デ
バイスのグランドピンの接続方法やボードレイアウト、バスのグラン
ド方法などがシステムの性能に影響を与える重要な要素になります。
グランドへの経路に分散している直列のインダクタンス成分は、グラ
ンドのノイズやリンギングの原因となるため出来る限り小さく抑える
必要があります。発生するノイズの電圧は次の式によって表されます。

V＝ L di/dt

V：ノイズ電圧
L：インダクタンス
di：電流の変動量
dt：時間

　この式からも解るようにグランドノイズの電圧は、どのくらいの電
流がどのくらいの時間で変化するかによって変わります。ノイズはグ
ランド経路に流れ込む電流とそのインダクタンスを小さくすることに
よって減少させることが出来ます。
　デバイスのグランドピンを増やすと、電流はグランドのピン数に合
わせて分散して行きます。この結果、グランドへの 1経路当たりの電
流が減少し、ノイズを小さくすることが出来ます。このためBLTトラ
ンシーバには多数のグランドピンがあり、BnGND、GND、QGNDの
3種に分類できます。これらのグランドは、ノイズを減少されるために
デバイス内部でも電気的に分離されています。外部では3種のグラン
ドとも同じ電位へ接続しなければなりません。ドライバは立ち上がり
及び立ち下がり時間 3nSで最大 80mAをシンクする能力があります。
L＝ 10nHの場合、このドライバの 1出力あたり、

10nH = 266mV80mA
3ns

のノイズが発生します。また、トランシーバは9回路構成なので1デ
バイスでは、

10nH 9回路 ≒ 2.4V80mA
3ns

�

　デバイスのグランドへの経路が1経路のみの場合には、2.4Vのノイ
ズが発生することになります。グランドピンの数、配置が不適切な場
合には、ノイズの発生によりデータエラーを起こすだけでなく、デバ
イスが破壊される可能性も十分あり重大な問題です。この問題を解消
するために、ドライバには各出力に専用の BnGND があります。
QGND（Quiet GND）は、バンドギャップやカレントソースなどのDC

回路用のグランドです。バンドギャップはレシーバのスレショルドや
他の非スイッチング回路のレベルを決定しています。QGNDを分離し
た目的は、レシーバのスレショルドとバックプレーンが、常に同じグ
ランド電位を基準に動作するように保つためです。このため、QGND
へのノイズは直接レシーバのスレショルドに影響するので、ノイズに
対する十分な配慮が必要です。GNDは他の論理回路に使われていま
す。
　上記のように、QGNDを分離した目的は、高スイッチング電流の影
響を受けないようにするためであり、同じ事がトランシーバを実装す
るボードにも言えます。Fig.1はグランドのプレーンが2層ある場合を
示してあります。グランドプレーンはコネクタでバックプレーンへ接
続されますが、同様に各々のグランドプレーンもコネクタのみ接続さ
れます。フューチャーバス＋ボードでは電源のグランドと共に、コネ
クタの 1 /3のピンがグランドに割り当てられています。GNDと
BnGNDは同じプレーンを使い、QGNDは別のプレーンを使います。
Fig.2はグランドプレーンが1層のみの場合です。この場合、QGNDは
グランドプレーンには接続せずに、直接コネクタに接続します。この
時、ボードのトレースを使用しても構いませんが、そのトレースはで
きる限り短く、スイッチング電流の影響を受けないように注意して下
さい。構成やレイアウトなど、この他にもグランドの接続方法は多種
多様にありますが、次の点に注意して下さい。
1. トランシーバとバックプレーン間のグランド経路のインダクタンス
を小さく抑える。
a.トレースを短くする。
b.グランドプレーンや幅の広いトレースを使用する。
c.グランドピンとプレーンの接続にはスルーホールを使用する。
d.コネクタのグランドピンを増やす。
e.トランシーバをコネクタのそばに配置する。

2. BnGNDとQGNDを分離する。
a.グランド経路を完全に分離し、コネクタでのみ 2つを接続する。
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本　社 /〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。
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